
 

諫早療育センター入所者の新型コロナウイルス感染について 

（経過報告） 

 

 

 入所者における感染事例が 12 月 15日(木)に最初に確認され、施設内

で感染制御の対策を講じてきたところですが、12月 27 日(火)現在、当該

病棟の陽性者数は合計で 33 名となりました（なお、このうちで軽快後の

療養解除に該当する方は合計 10 名になります）。 

 前回 12月 23日(金)の報告では「レッドゾーンの居室以外からの発症

者はみられていない」と報告申し上げましたが、その後に新たな感染者が

みられたために、レッドゾーン自体を拡張して対応しているところです。 

 発熱された方々につきましては適宜解熱鎮痛薬を使用して症状緩和につ

とめ、栄養や水分を十分とれるよう経口摂取の内容を変更するなど対応し

ております。今までのところ、酸素を必要とした方、点滴を必要とした

方、ともにおられません。 

 陽性者が増加したことにつき、関係者の皆様方におかれましては不安を

大きく感じられることだと思います。お詫び申し上げます。 

 当該病棟のスタッフがそれぞれの方のケアにあたるとともに、各部署が

支援を行いつつ、着実に収束へ向かえるよう施設全体で日々努力している

ところですので、今般の出来事に対し事情理解をいただけますようお願い

申し上げます。 
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